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１．概要（Summary） 

半導体製造装置に使用されるふっ素樹脂においては、

微細なコンタミが入らないことが要求されており、チューブ

内表面の状態にも言及されている。ダイキン工業（株）より

提案されている、PFA チューブの表面度粗の測定方法に

基づいて、弊社製造の PFA チューブにおける形状がど

のような状態であるかの確認をするために同様の測定を

実施する。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

走査型プローブ顕微鏡群 

 

【実験方法】 

上記装置による表面粗さ測定。 

製造条件の異なるふっ素樹脂製チューブの内表面を

比較する。 

測定エリア： 3 uｍ×3 uｍ 、30 uｍ×30 uｍ 

測定条件： 256×256 分割 

走査速度 1 Hz 

測定モード： ScanAsyst 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

測定を実施したものの、満足できる像の取得に至らな

かった。現在、この測定による評価は一時保留となってい

る。 

測定装置メーカーの見解では、ふっ素樹脂の性質によ

り、非接触式ではそもそも表面形状をなぞることができて

いないとのことであり、改善方法としては、接触式（ダイナ

ミックフォースモード）に変更することで解決できる可能性

があるとのことであった。 

 

 

Fig.１ The image obtained this time 

 (the roughness is not clear) 

 

Fig.2  The sample image 

 

４．その他・特記事項（Others） 

 参考文献：「PFA チューブの表面度粗に関する新提案

の内容」日本工業出版 クリーンテクノロジー第 29 巻 第

12 号 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし。 

 

６．関連特許（Patent） 
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